高 橋 吉郎が 今朝 は 殊に 小さくて 青 じろ く 少しけ げん 

さう にこつ ち を 見て ゐる。 清 原 も 見て ゐる。 たった 二 

人で ぬれた 運動場の 朝の テニス もさび しいだら う。 そ 

のい ぶかし さうな 眼 は どこかへ 行くなら おれたち も 行 

い そそ 

きたいな と 云 ふの か。 それとも 私が 温床へ 水で も灌ぐ 

とこ かも 知れない と考 へて ゐる のか。 黄い ろの 上着 を 

着た つてき つと 働く と 限った わけ ぢ やな いんだ ぞ。 私 

ちょっと 

は 今朝 は 一寸の 間つ めたい 草 を 見て 来た いんだ。 だか 

ら 一 人 だ。 つれて 行かない。 大事なん だから。 

よく さ-つ 

温床と こ はれた 浴槽。 

こ、 の 細い 桑 も 今 はまった くや はら かな 芽 を 出した _ 



その 細 桑の 灰 光 は 明らかで 光って そして そろって ゐる。 

すぎな は 青く 美しく すぎな は 青くて 透明な 露 もと 

まって 本当に 新ら しいの だ。 

右手の 奥の 方で は 寄宿の 窓の ガラス も 光る。 黄ばら 

の ひかり、 すぎなと 砂利。 

これ はレ— ルだ。 

それから 影 だ。 手帳。 

ゆっくり 行けば 朝の レ ー ルは 白く ひかる。 強くて 白 

く か > やく、 

子供のう すい 影法師、 私 は 線路の 砂利 も 見る。 

ごく あた リ前 だが ぬれてる やうな 気 もします。 



(紙の 白と 直立。) 

一向 気取った わけ ぢ やない。 しなければ ならなくて 

して ゐ るんだ。 けれども もし これが しんとした 蒼黝ぃ 

空間で ならば 全く どんなに いいだら う。 それでも 仕方 

ない。 

低い 崖と 草。 草。 東の 雲 はまつ 白で ぎらぎら 光る。 

虎 戸の 家 だ。 虎 戸が あすこの 格子から ちらっと こつ 

ち を 見た かもしれ ない。 けれども どうも 仕方ない。 あ 

す この 池で 魚 を 釣って ゐ るの は 虎 戸の 弟 だ。 たしかに 

さう だ。 

立派 だ。 この 雲の ひかり Sun-beam がま さしく 今 



日 も そ 、 いで ゐる。 

雲 は 陽を濾 す、 雲 は 陽を濾 すと しょうかな、 白 秋に 

そんな 調子が ある。 

向 ふから 女の人と 子供が やって来る。 みた やうな 人 

だ。 純 哉さん のうちの 人 だ。 知らない 風で 行かう か。 

何 か 云 ひさう だ。 とまる。 

云 ふ 云 ふ。 

「まんつ 見 申した よだ ど 思った へば 豊沢 小路の あいな 

さんで お出 やん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 すた。 お まめし ご 

ざんした すか。」 この 人が こんなに 云って くれる と は 

思はなかった。 けれども X X X X X X X X X X X X X 



xxxxxxxx とさ xxxxxxxxxxxxxx 

X X なんだ。 

「は あ、 おありが ど ござんす。 お蔭で まめし くて 居り 

あん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 す。」 純 哉さん もお まめし くて 

と 云 はう かな、 いや 家から 出て どこへ 行った かわから 

なかった と 云 ふんだ。 この辺 を 夕方 しょんぼり 行った 

り 来たりして ゐ たの を 見た 人 も あると 云った。 台湾、 

やっぱり 云 はない 方が い、。 

「お 内のお 母さん だぢと 始終 ご 一 緒して 居リ あん 〔# 

くちびる 

「ん」 は 小 書き〕 す。」 純 哉さん の 妹 は 唇 が 紫で 心臓が 

悪かった。 この 人 も 少し 紫 だ。 



「は あそで) ，1 ざん すか。」 ， ，1 の 人の 鼻 はけ はしくて 写 

楽の やうに 見える けれども どこか 立派な ところ も ある _ 

「それが らお うぢの あねさんお あん 〔# 「ん」 は 小 書き U 

ばい 悪い ふで ごあんす たな ぢ よで お出 やん すべな す。」 

「は あ、 あんまり 変ら な ござんす。」 

「おり やの 来 子どもいつつ もお 話し 申して あん 〔# 

「ん」 は 小 書き〕 す。」 

ありがたう。 そんなに ほかの 人まで が考 へて ゐ てく 

れる のかな、 おれで さへ 昼 学校で は 大抵 まぎれて 忘れ 

てゐ るの だ。 

「ほんと にお ありが ど ござんす。」 おじぎ をした ので 



この 人 はもう 行かう とする。 いま はお 礼 を 云った の だ 

もう 一 べん 云 はう。 

「ほんた うにお ありが ど ござんす。 暖 ぐな つたら ど 

思って ゐ あん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 すた ども やっぱり そ 

の 通りで 善ぐ もなら ないで。」 

「まあん つたび だび 来 子どもお 話して あん 〔# 「ん」 は 

小 書き〕 すす か。」 

「おありが ど ござんす。」 

「おありが ど ござんす。」 

汽車 はの ぼって 来る のぼって 来る と 子供が 云って ゐ 

る。 人 は 影と 一緒に 向 ふへ 行く。 私 も 行く。 



雲が 白くて 光って ゐる。 早 池 峰の 西 どなりの 群青 

リ よ-つ よど 

の 山の 稜 がー つ 澱んだ 白雲に 浮き出した。 薬師 岳 だ。 

雲の ために 知らなかった 薬師 岳の 稜を 見る の だ。 

今日 も 鳥が 啼 いて ゐる。 お 城の 方へ 行かう か。 おし 

ろに は 前の 日曜の さみし さが まだ 浸み 込んで 残って ゐ 

るから だめ だ。 さう して 見る ともつ と 東の 遠くの 方 ま 

で 出かけよう。 

製 板 所 も 見えます。 向 ふから 工夫が ひとり やって来 

る。 ちゃう ど 私に ぶつつ かるば かりだ。 私 は 線路 を あ 

るいて ゐ ます。 一寸で も 挨拶しょう。 けれども それ も 

を かしい。 た、 V 私 は みちを 避けよう。 さう だ。 この 人 
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